
 

 
■北大医学部が時間生物学研究の一大拠点であり続けてい

ることはみなさまもご存知の通りです。生理学講座から時

間医学講座へと引き継がれたその歴史が 2019 年 3 月末を

もって一区切りを迎えることになりました。先日、本間研一

教授・本間さと教授が「北大時間医学実験室お別れの会」を

主催され、時間医学講座が 2006 年に開講されてから今日ま

でに教員、大学院生、実験補助員として在籍した面々が一同

に会する機会がありました。かく言う私も時間医学講座に

お世話になった一人です。朝一番に、冷凍庫が 1 台残った

だけの誰もいないガランとした実験室を見て、何とも寂し

い気持ちになりました。しかし全国各地から総勢 23 名が集

い、あっという間ににぎやかになった実験室で、思い出話や

近況報告で盛り上がりました。北大医学部の実験室はなく

なるものの本間両教授は、論文投稿に本の執筆と、まだまだ

サイエンスの世界に関わり続けていかれるとのこと。そし

て本間イズム（勝手に作った造語です）は、色々な形で私た

ちの間に受け継がれていくと思われます。平成の終わりと

時間医学講座の一区切り、図らずも一緒にやってきました。

終わりは、次の始まり。新元号「令和」とともにやってくる

新しい時代が、みなさまにとって、時間生物学会にとって、

素晴らしいものでありますように！（吉川） 
 
■総説はこの度バラエティーに富んだ 5編が参集しました。

今号の目玉の一つ、石森先生の論文の現代訳。粂先生の持ち

込み企画でした。石森先生の明治時代の論文を現代翻訳し

ていただいた小林さん、今まだ学生とのこと…。その根気と

情熱素晴らしいです。粂先生の秘蔵っ子（？）うらやましい。

また、内容の非常にサイエンティフィックなことに驚愕で

す。竹村先生の概月・概潮汐リズムの内容は学会誌では 10
年ぶりの登場となります。井澤先生の自由な表現、内容以上

に記憶に残ってしまいそうです。明石先生の PER の様々な

機能の総説はこれまでの研究内容を考えさせられる非常に

Suggestive な内容となっております。 
  学術大会や関連集会参加記では、多くの若い研究者の方

に執筆していただきました。佐藤さん、留学先からわざわざ

学会に参加していただきありがとうございます。前号の留

学体験記に引き続き、国際シンポの参加記をお願してしま

いました。今年は WCC や EBRS など非常に多くのリズム

関連の学会があります。編集委員から皆さまに参加記の依

頼があるかと思いますがご協力お願いいたします。（池上） 

 

■チーム”やけとも”による編集の最終作業がおわり皆様に

お届けできることができますことを悦んでいます。執筆者、

査読者、編集委員の皆様には感謝、感謝であります。また官

能的な表紙をいつもお願いしている早稲田大学岩崎先生、

御世話になりました。 
 時間生物学会誌平成最後の号となりました。昭和 63 年大

学卒業の私、平成の 30 年間仕事があり、ずっと働かせてい

ただいた。さて元号が変わる間際になり 30 年を振り返ろう

としてみたのですが、エメンタールチーズ（トムとジェリー

のあれ）のように穴だらけの記憶しかない。やるせない思い

や懐かしさすらわき出てこないのでありますよ。30 年間私

は何をしていたのでしょうか。 
  今回、本間研一先生にヒト概日リズムについての原稿を

お願いいたしました。快く引き受けていただきましたこと

に感謝もうしあげます。依頼した経緯は以下の様なもので

す。昨年の時間生物学会で本間先生の同テーマの講演があ

り私が座長を務めました。講演を拝聴したのち、データに対

する判断が自分の中で錯綜して言葉が出ず質問も受け付け

ずに終了してしまいました。それがずっと喉につっかえた

ようになっておりました。今回、原稿をいただき学会での心

残りが少しはれたように思います。それにしてもヒト研究

は難しい。ヒトの自由継続リズムは 25 時間に近いのか、24
時間に近いのか、位相反応曲線にデッドゾーンはあるのか、

これらの問いに対していまだ決定的な解答が得られていな

いようです。 
 本間先生には次号に後編を執筆いただきます。お楽しみ

に。(重吉) 
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Ai Hasegawa アーティスト、デザイナー。生物学的課題や科学技術の進歩をモチーフに、現代社会に潜む諸問題を掘り出す作品
を発表している。2012年英国Royal College of Art, Design InteractionsにてMA取得。2014年秋から2016年夏までMIT Media Lab
にて准研究員兼大学院生。2017年から東京大学大学院特任研究員（JST ERATO川原万有情報網プロジェクト）。本作，「(不)可能
な子供、01：朝子とモリガの場合」で第19回文化庁メディア芸術祭アート部門優秀賞受賞。国内外で展示多数。主な展示：森美術
館:六本木クロッシング2016 My Body, Your Voice展、上海当代艺术馆(MoCA) MIND TEMPLE展、 スウェーデン国立デザイン美
術館: Domestic Future展、台北デジタルアートセンター : Imaginary Body Boundary /想像的身體邊界展、アイルランド Science 
Gallery :Grow your Own…展 等。　https://aihasegawa.info

（表紙デザイン編集：岩崎秀雄）

　「実在する同性カップルの一部の遺伝情報から出来うる子供の姿、性格等を予測し「家族写真」を制作した。現在ではまだ ”不
可能” な子供だが、遺伝子データ上での子供の推測ならば同性間でも出来る。ウェブの簡易版シミュレーター（β版）では、カッ
プルの23andmeの遺伝データをアップロードすると、ランダムに出来うる組み合わせの子供のシミュレーションが病気のなり易
さや外見、性格に関する情報等がテキストで出てくる。 
　2004年の二母性マウス「かぐや」の誕生から10年以上経った2015年、女性から精子を、男性から卵子をつくれるのではないかと
予想される内容のiPS細胞関連の研究論文が発表された。もはや同性間での子供の誕生が夢物語では無くなろうとしている。しか
し技術的には可能でも倫理的に許されるのか、という議論を通過しなければ実現は難しい。一体誰がどの様に、その是非を決定す
るのだろうか？一部の医者や科学者か、それとも私達にその自由はあるのか。このプロジェクトは生命倫理と科学技術に対する決
定を多くの人に解放する装置として、アートはどの様に関ることが出来るのか模索する試みでもある。 
　この子供達の ”存在” に対してあなたは何を思うのだろうか？その議論の行方により、今は ”impossible baby” だが、近い未来 i’
m possible baby になるかもしれない。」

詳細はhttps://aihasegawa.info/impossible-baby-case-01-asako-morigaをご参照ください。
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